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住吉小学校校歌作成に当たって 
 

１ 学校（児童・職員）・保護者・地域が一体となった新しい学校を象徴する校歌を作詞、作曲

する。 
アンケート調査を行い、意向を調査し，校歌作成時の参考とする。 
 

２ 校歌作成のコンセプト 
①継承、②校訓、③発展・連携の３つの柱で考える。

 

①継承…両校の歴史をひきつぐ。 

   ○校区・地域の自然や地史を織り込む。 
   ○両校の校歌の特徴的なことばを生かす。 
 

 

 

 

 

 

 

②校訓…教育の理念や子ども像としての校訓を生か 

   す。 

○住吉小の子ども像を入れる 
   ○教育の理念を歌い込む 
 

 

 

 

 

③発展・連携…夢や希望にあふれる。 

   ○新しい学校（校舎）をイメージした校歌。 
○明るく元気で将来に希望が持てる校歌。 

 
 
 

※ 住吉中学校は現在の校歌を歌い継ぐ。 

【自然】那珂川、那の津江、 
筑紫の山 

【旧校歌】 
 浮かぶ 美野島 夢のごと、 
 歴史 つぐわれら 

生い立つ健児 六百の 
 

【児童像】 
「すすんで学ぶ、 みんな仲良く

 よく鍛え、 しっかり働き」  
 
【理念】 
 賢く知恵を 磨きつつ、 

世を創る 

明るく元気に、 友と手を取り 
真理の道を、 平和の道を、  
未来の道を   
希望に向かって 
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参考資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

住吉小学校 校歌 
作詞・作曲者 不詳 

 
一 名も玄海の 雄々しさと 

那珂の流れを 身にうけて 
生い立つ健児 二百余の 
心一つに むつみ合う 
いらかならべし 学びやは 
わがなつかしき 住吉校 

 
二 学びやたちて 九十年 

忠実 規律 勤勉に 
剛健の風 やしないて 
誠ささげし 先ぱいの 
輝く歴史 つぐわれら 
ゆくて栄えある 住吉校 

 
三 仰ぐ筑紫の 山の上 

豊栄のぼる 日の光 
望む博多の 海原に 
光きらめく 星のかげ 
これぞ理想の 道しるべ 
希望に 燃ゆる 住吉校 

 
 

住吉中学校 校歌  作詞 持田 勝稔  作曲 山崎 一三 
 
 
 
 
 

一  
風に光る窓 
筑紫野 ああ 
見よ この黎明 
期すべし未来 
我ら学ぶ 幸を共に 
中学住吉 住吉我ら 

 

二 
雲を映す水 
那珂川 ああ 
見よ この青空 
かがやく希望 
我ら今ぞ 清く香れ 
中学住吉 住吉我ら 

 

三 
潮は遙か呼ぶ 
玄海 ああ 
見よ この精神 
つらぬけ抱負 
我ら若し 奮え力 
中学住吉 住吉我ら 

 

美野島小学校 校歌 
作詞 長井 盛之 
作曲 荒谷 俊治 

 
一 那珂川に 影をうつして 

さわやかな 朝の学び舎 
そのむかし 那の津の岸に 
夢のごと 浮かぶ美野島 
ああ わが美野島 
その名やさしく 

 
二 往き交いの 車とどろき 

榎田に えの木はしげる  
強い陽を まともにうけて 
たくましく 集まる われら  
ああ わが美野島 
その名のもとに 

 
三 三郡の 山なみそびえ  

空高く 希望の雲よ  
川風に 心はればれ  
生き生きと 足並みそろう  
ああ わが美野島  
その旗かかげ 




